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Abstract

The purpose of this study is to examine the factors that affect the sustainability of university-based community 
sports clubs. The analysis was based on interviews with two club managers．The results of the analysis revealed 
three factors that influence the sustainability of university-based community sports clubs. Factors that influenced 
club manager behavior were sport and community experience and university expectations for the club. The club 
manager's experience in managing sports clubs during his college years has influenced the sustainability of club 
management. And the club manager's attachment to the community promotes collaboration with the community. 
Furthermore, it is important to create a system whereby the activities of local clubs are linked to university 
classes and receive good evaluations from faculty and coaches of other sports clubs.
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1.緒言
　全国各地で大学と地域の連携活動が取り組まれてい
る。この契機となったのは，2006 年の教育基本法が改正
され，社会に研究成果や人材を役立てる「社会貢献」も
大学の使命であることが明文化されたことをスタートラ
インとなっている。大学の地域連携の形について様々で
あるが，中塚・小田切 (2021)は，「交流型」，「価値発見
型」，「課題解決実践型」，「知識提供型」の 4つのタイプ
に分類できるとしている。
　大学と地域の連携が進む中で，スポーツが交流のチャ
ンネルとなり，大学でのスポーツ事業が盛んに取り組ま
れている。例えば，日本体育大学は 2014年に 日本体育
大学社会貢献推進機構」を創設し，社会貢献推進事業と
して学内でのスポーツ教室など積極的に実施している。
全国の大学で地域との多様なスポーツ事業が進む中，大
学に総合型地域スポーツクラブを設置するケースが存在
する。大学を拠点とした総合型地域スポーツクラブは，
全国で 25クラブ程度存在すると言われており，大学に

おける総合型地域スポーツクラブの取組に関する事例が
多数報告されている（田中ほか，2022）。
　地域スポーツに目を向けると，全国のスポーツクラブ
の課題として，クラブの維持や資金の調達・管理など基
本的な運営上の課題を抱えていることが明らかになって
いる（スポーツ庁，2020）。そのような背景から，既存
の地域スポーツクラブの廃止，統合，または規模縮小が
進んでおり（清水・柳沢，2015），スポーツクラブの持
続性の課題が生じてしいる。
　スポーツクラブの持続性をテーマにした先行研究につ
いて，田島ら (2022)は持続可能性の高い総合型地域ス
ポーツクラブは，クラブ内のソーシャル・キャピタルの
高いコミュニティを活用することで資源制約的な環境を
乗り越えていたことを示した。地域スポーツクラブに
とって，資源の確保は課題としてあがっているが（笹生，
2022），大学の資源を活用したスポーツクラブの運営と，
その持続性についての実証的な研究は行われていない。
　そこで，本研究は，大学を拠点としたスポーツクラブ
に焦点をあて，そのクラブの持続性について影響を与え
る要因について検討することを目的とする。なお，総合
型地域スポーツクラブには様々な形態が存在するが，地
域住民が主体となってスポーツ環境を整備し，地域住民
によるクラブの運営の実現を基本方針として掲げている
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（文部科学省，2000）。大学内にスポーツクラブを設置す
る場合，そのような運営形態になりづらいことが考えら
れるため，本稿では総合型地域スポーツクラブとしては
扱わない。

2.研究方法
2.1.分析方法の選択
　本研究は大学を拠点としたスポーツクラブの持続性に
影響を与える要因について明らかにすることを目的とし
ている。よって，全体の傾向や要因間の影響の強さを明
らかにする統計を用いた量的なアプローチではなく，イ
ンタビュー調査による質的な研究アプローチを採用する
ことにした。そこで，人間と人間が直接的にやり取りを
する社会的相互作用に関わる研究や，本人の認識や感情
といった直接目に見えにくいものを分析する研究に対し
て有効であるとされる修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチ (M-GTA)（木下，2003）を分析方法として用
いることとした。

2.2.事例の選定理由
　本研究では，大学内に地域に開かれたスポーツ教室を
立ち上げた 2名の責任者を対象としたインタビュー調査
を中心にデータを収集した。本研究では，大学内に地域
に開かれたスポーツクラブを創設し，そのクラブを持続
させている事例を選定する必要がある。大学内に設置さ
れているスポーツクラブは単一教室（単一競技）である
と，体育会等の単一クラブが社会貢献の一環としての事
業として捉えることもできるが，複数種目を大学が統括
しているクラブを対象にすることで，持続可能な共通項
を見つけやすい。また，クラブを創設して一定期間運営
を継続しているクラブを対象とすることでクラブの持続
性についてのデータを取得することができると考えた。
そこで，中国地方にある A大学が大学内で運営する地域
に開かれたスポーツクラブを事例として選定することと
した。ここでいう「地域に開かれたクラブ」の意味は，
当該大学の学生でなくてもそのクラブに加入することが
できるという意味である。また，同クラブではクラブ会
員になる条件に居住地を制限していない。クラブ会員の
ほとんどが大学の所在地の中学校学区から参加している
が，一部遠方から参加している会員も存在する。その場
合でも，大学所在地の市内および隣接した市（車で 20

分程度）から通う会員である。

2.3.調査方法及び分析方法
　本研究では事前に決められた理論や仮説に依存してイ

ンタビュー調査を実施するのではなく，大まかな質問項
目のみを設定しながら，対象者とのやりとりを大切に
し，認識の根拠や背景を問う事ができる半構造化インタ
ビュー（ウヴェ，2011）を用いて調査を実施した。
　M-GTAでは，分析ワークシートを起点にモデルづく
りを目指すことになる。具体的な分析の手順は木下 (2003)

及び木下 (2020)を参考にして行った。まず，収集され
たインタビューデータから逐語録を作成した。逐語録か
ら，概念名，定義，バリエーション（具体例），理論的
メモからなる分析ワークシートを作成した。手順として
は，分析テーマに関連したデータ部分の意味を解釈しな
がら，それをバリエーションとして分析ワークシートに
記入した。これを分析対象者 2名分を行い，バリエーショ
ンを説明できる概念を生成した。新しい概念を生成する
場合は，他の概念や既存の概念と重なる部分がないかを
確認した上で，定義し，概念を命名した。また，解釈が
恣意的になるのを防ぐため，新たな概念にとって対極例
となる概念の有無を比較分析することで確認した。作成
した概念間の関係を検討し，複数の概念を説明できる包
括的なまとまりのあるカテゴリーを生成した。
　このように，分析テーマに照らし合わせた逐語録の解
釈，概念の生成，カテゴリーの生成を同時並行的に多重
作業することで相互の関連性の検討を行い，カテゴリー
及び概念間の関係から，大学内クラブの持続性に影響を
与える要因についてストーリーラインを作成し，これら
を結果図にまとめた。さらに，結果図の作成段階で，概
念の相互関係から，修正や統廃合が不十分であったと判
断された場合は，概念生成及びカテゴリー生成に立ち返
り，繰り返し作業をやり直した。なお，本研究の分析は
本研究の共同執筆者 3名で検討し，全員の解釈が一致す
るまで議論された。

2.4.事例の概要
　以下では，対象となった A大学のスポーツクラブ，そ
の中の陸上教室，ダンス教室それぞれの運営責任者であ
る Bクラブマネージャーと Cクラブマネージャーに関す
る概要を示す（表 1）。
2.4.1. A大学スポーツクラブの概要
　A大学は中国地方にある私立大学で，体育系の学部が
設置されていて，体育会を中心にスポーツに盛んな大学
である。同大学内に設置されたスポーツクラブは，2012

年に地域に開かれた陸上教室事業をはじめ，創設から 10

年以上が経過している。その後，2017年の 4月にダンス
教室部門を設立し，継続的に教室が実施されている。そ
れぞれのスポーツ教室の指導ついては，陸上教室につい
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ては A大学の体育会陸上競技部の学生，ダンス教室に
ついては体育会ダンス部の学生が中心となって担ってい
る。Bクラブマネージャー，Cクラブマネージャーとも
に指導現場に立ち会い，指導することもある。
2.4.2. Bクラブマネージャー (陸上教室の運営責任者 )の
概要
　Bクラブマネージャーは 30代男性，体育学部の教員で
あり，2012年から陸上教室の責任者として運営に携わっ
ている。また，体育会の陸上競技部のコーチを務めてい
る。Bクラブマネージャーは，大学と大学院それぞれ体
育系の学部を卒業と修了しているが，大学時代と大学院
時代に小学生対象の地域のスポーツ教室の指導の手伝い
をしていた経験をもつ。中学校・高等学校それぞれの保
健体育教員免許を保有している。
2.4.3. Cクラブマネージャー (ダンス教室の運営責任者 )

の概要
　Cクラブマネージャーは 30代女性，教育学部の教員
であり，2017年からダンス教室の責任者として運営に携
わっている。また，体育会のダンス部の監督を務めてい
る。Cクラブマネージャーは，大学と大学院それぞれ体
育系の学部を卒業と修了している。大学院時代に小学生
から中学生対象のダンス教室の指導に関わった経験を持
つ。中学校・高等学校それぞれの保健体育教員免許を保
有している。

2.5. 倫理的配慮
　対象者には，著者から直接アポイントメントを取り，
インタビュー調査の実施，プライバシーの保護，研究以
外の目的で使用しないことを明記した内容を渡し，事前
に承認を得た。調査結果は個人が特定できないように配
慮した。インタビュー開始時には，これらの項目につい
て口頭で再度伝え，承認を得てからインタビューを実施
した。

3.結果
　調査対象者である Bクラブマネージャー，Cクラブマ
ネージャーの語りから概念を生成し，カテゴリー化及び
サブカテゴリ―を作成した。なお，論文内では概念を【】，
サブカテゴリ―を《》，カテゴリーを〈〉でそれぞれ示した。

3.1.概念生成の段取り
　まず，クラブマネージャー 2名の語りの全体を把握
し，データから分析テーマに即しながら，特徴的な語り
をワークシートの具体例の欄に書き出した。その際，他
の語りとの関連性についてメモをとり，それらの結果か
ら同一の解釈になるものについて，概念として命名した。
このような手順で概念生成を進めた結果，20の概念が生
成された。
　次に，複数の概念の取りまとめを検討し，概念間の相
互関係からサブカテゴリ―及びカテゴリーとしてまとめ
た (表 2)。その結果，〈スポーツ関連の経験〉〈大学から
の期待〉〈地域意識〉のカテゴリーにより「大学内スポー
ツクラブ運営の持続性」のモデル図 (図 1)を示すことが
できた。
3.2.1.スポーツ関連の経験
　1つ目のカテゴリーとして〈スポーツ関連の経験〉が，
サブカテゴリ―《学生時代のクラブ指導経験》《ハイパ
フォーマンス指導経験》《大学内クラブの運営経験》か
ら生成された。《学生時代のクラブ指導経験》は，地域
の人を対象にしたスポーツ教室を行う事の意義について
理解することに影響を与えていた。《ハイパフォーマン
ス指導経験》については，国内トップレベルや国際的な
選手の指導に関わってきたことで，幼少期のスポーツ習
慣，居住地の身近なスポーツ環境，国際的な選手と子ど
も達のコミュニケーションの大切さについて理解し，そ
の環境を整えることが推進する要因となっていた。《大
学内クラブの運営経験》については，前職での大学を拠
点としたスポーツクラブの運営の経験から，そのことに
よる大学の社会的評価の向上，運営に関る体育会運動部
の社会的評価の向上に寄与することを理解し，現在の大
学や運営に関る体育会運動部の社会的評価の向上につな
がると考え，事業の継続に尽力する要因となっていた。
また，過去の運営経験から，運営に係る事務作業，例え
ば広報物の作成や経理関係についての経験があるため，
その負担感の軽減につながっていた。
3.2.2.大学からの期待
　2つ目のカテゴリーとして〈大学からの期待〉が，サ
ブカテゴリ―《体育会運動部の部員教育》《学内評価》《施
設利用の自由度》から生成された。《体育会運動部の部

表 1 インタビュー調査の概要
インタビュー対象者 属性 インタビュー日時
Bクラブマネージャー 30代男性，陸上教室運営責任者，同大学に 13年勤務，体育学部教

員，体育会陸上競技部コーチ
➀ 2024年 8月　100分
➁ 2024年 9月　60分

Cクラブマネージャー 30代女性，ダンス教室運営責任者，同大学に 7年勤務，教育学部
教員，体育会ダンス部監督

➀ 2024年 8月　30分
➁ 2024年 11月　80分
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員教育》は，部員がスポーツ教室の運営や指導に携わる
ことにより，体育系学部と教育系学部を持つ A大学の学
部での学びの実践の場となっている。そのことが，部員
の指導能力の向上に寄与し，さらには部員同士の相互指
導につながり，体育会の競技場面においても良い影響が
ある。《学内評価》については，スポーツ教室を学内で
実施することにより，大学の経営陣，学部の教員，他の
体育会のスタッフから良い評価を受けることにつながっ
ている。経営陣にとって，社会連携が進むことは大学に
とって重要な取り組みである。また，学部の教員にとっ
ては，学生がスポーツ教室での指導に携わることは，一
部の実習授業のカリキュラムの中に組み込まれているた
め，貴重な教育実践をつむ場として重宝している。さら
に，他の体育会のスタッフからは，地域住民が気軽に大
学の体育施設に環境をつくりだすことで，大学全体のス
ポーツ活動の認知につながり，地域でのスポーツ活動が
行いやすくなったとして評価されている。《施設利用の
自由度》については，本来地域のスポーツクラブで自前
の施設を持つことは難しいが，A大学についてはスポー
ツ施設が充実している。その施設を，スポーツ教室を行

うため，自分で利用の管理をすることができる。授業等
が優先となるが，その他の時間についてはそれぞれのス
ポーツ教室の責任者が管理することにより，スポーツ教
室の実施予定をたてやすいため，スポーツ施設の利用で
困ることは少なく，事業計画を立てやすい利点がある。
3.2.3.地域意識
　3つ目のカテゴリーとして〈地域意識〉が，サブカテ
ゴリ―《居住地への愛着》《地域からの応援》《地域に根
差した大学》から生成された。《居住地への愛着》につ
いては，調査対象のクラブマネージャーは共に A大学近
郊に居住しているため，地域の事情などの情報は日常的
に触れることとなる。スポーツ教室を行うことにより，
自身が居住している地域課題の解決に携わっている意識
が高まり，結果的に地域の帰属意識が高まっている。《地
域からの応援》については，スポーツ教室実施以降にそ
れぞれの体育会部活で地域での試合や発表などを行う
と，声を掛けられ応援されている実感をもった。また，
県外の試合等での成績に応じて，クラブ活動時に評価さ
れることもあり，やりがいにつながっている。《地域に
根差した大学》については，A大学は地域連携を積極的

表 2 生成された概念の一覧
カテゴリー サブカテゴリー 概念 定義

スポーツ関連の経験

学生時代のクラブ指導経験 地域スポーツへの理解 地域でのスポーツ活動や生涯スポーツの大切
さについて理解していること

ハイパフォーマンス指導経験

幼少期のスポーツ週間の大切さ 幼少期のスポーツ習慣がその後のスポーツ実
施率やスポーツの好嫌に影響する事

居住地の身近なスポーツ環境 自分が住んでいる近くに，スポーツのできる
環境が整備されていること

国際的な選手と子ども達のつながり 国際大会に出場するような選手と子どもたち
がコミュニケーションをとれること

大学内クラブの運営経験

大学の社会的評価の向上の理解 大学の社会的評価の向上が見込めること

体育会運動部の社会的評価の向上 体育科運動部の社会的評価の向上が見込める
こと

事務作業の負担感の軽減
クラブ運営全般に必要な事務的作業の効率化
が行われ，スタッフの負担感が軽減されるこ
と

大学からの期待

体育会運動部の部員教育
学びの実践の場 大学の学びのうえに，それを実践する場が用

意されていること

指導能力の向上 スポーツ教室に関わることで部員の指導能力
の向上が見込める事

学内評価

大学経営陣からの評価 社会貢献活動を推進することは経営陣にとっ
て望ましい事

学部教員からの評価 学部のカリキュラムを一部になっているため，
学部の教員にとって望ましい事

他の体育会スタッフからの評価 体育会の他のスタッフから評価される事

スポーツ施設利用の計画
充実した施設 スポーツ施設が充実している事

管理をコントロールできること スポーツ施設の使用計画等をかんすることが
できる事

地域意識

居住地への愛着
地域貢献の実感 地域に開かれた活動を行う事で，地域に貢献

している時間をもつこと

帰属意識の醸成 地域課題を解決する活動をしていることで，
帰属意識が醸成される事

地域からの応援
地域の試合・発表会等で応援される 大学外の地域での試合や発表会で，チームメ

イト以外から応援される事
試合・発表会の成績に応じて評価さ
れる

試合や発表会の結果を把握し，その話題を活
動中に話すこと

地域に開かれた大学
他の地域貢献プログラムの存在 大学の他の地域貢献プログラムが存在してい

ること

スポーツ教室参加者と大学のつなが
り

スポーツ教室参加者が，他にも大学の地域貢
献プログラムに参加しているなど既に大学と
つながりをもっていること
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に行う大学であり，地域の企業や自治体と協力し，イン
ターンシップでの交流を図るなど日常的なつながりがあ
る。スポーツ教室参加する地域の人々は，他のプログラ
ムで連携している場合もあり，スポーツ教室が地域に
とって特異な存在ではないため，活動が地域に受け入れ
られやすいことが示された。

4.考察
　カテゴリー及びサブカテゴリ―と概念間の関係に基づ
いてまとめた結果図 (図 1)について，カテゴリー間の相
互関係を中心として，クラブマネージャーが教室事業を
継続するその認識について説明する。
　クラブマージャ―は「大学内スポーツクラブの持続性」
についての要因において，クラブマネージャー自身の〈ス
ポーツ関連の経験〉が大きく影響していることが示され
た。《学生時代の指導経験》により，地域スポーツの重
要性を理解することにつながり，《ハイパフォーマンス
指導経験》を，大学内スポーツクラブの教室事業へ生か
す方向へ導いた。また，《大学内クラブの運営経験》を
保有していたことから，事業を継続させる障害となる事
務作業等の効率化を図ることができた。このように，ク
ラブマネージャー自身の過去のスポーツに関する経験
が，クラブの教室事業に持続性に影響を与える根幹であ
ると考えられる。
　一方で，大学周辺の地域との関係性もクラブの持続性
に影響を与えていると考えられる。事例となった A大学

は，スポーツクラブと同様に多くの地域連携事業を展開
している「地域に開かれた大学」であると考えられる。
そのような環境下で職務に当たったクラブマネージャー
は自身の過去のスポーツ経験を軸にしながらも，大学周
辺の地域課題の解決に取り組み，《居住地への愛着》を
高めていった。その結果，自身が指導する体育会部活動
が《地域からの応援》をされるような相乗効果を生み出
すことができた。スポーツ教室を大学内で運営すること
に対して，好意的な地域の方の反応であると考えられ，
さらに地域意識の高まることとなった。
　さらに，大学内の環境も持続性に影響を与えていると
考えられる。大学内スポーツクラブは〈大学からの期待〉
を受けて，《体育会運動部の部員教育》の一環として機
能し，そのことが《学内評価》をあげることにつながった。
また，施設利用をスポーツ教室用に管理をコントロール
することができるため，教室の持続を容易にしていると
考えられる。それも，【大学経営陣からの評価】および【学
部教員からの評価】，【他の体育会スタッフからの評価】
といった関係者からの良い評価を受けていることが，持
続的な運営を可能にしていることが示された。

5.本研究のまとめと今後の課題
　本研究では，大学を拠点するスポーツクラブの持続
性について影響を与える要因について，クラブマネー
ジャーの語りから明らかにすることを目的とし，M-GTA

を用いて分析した。

図 1 結果図（カテゴリー間の関係）
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　その結果，地域のスポーツクラブの指導経験やハイパ
フォーマンス指導経験，大学内クラブの運営経験という
スポーツ関連の経験を通して，クラブ運営を持続してい
く根幹が形成されていることが明らかとなった。また，
クラブマネージャーが地域に愛着を持ち，地域から応援
されるような相互関係を生み出す地域意識が，運営を助
けていることが示唆された。さらに，大学内のスポーツ
クラブが大学教育の一部として扱われ，教職員および経
営陣から評価される仕組みづくりも重要であることが示
された。
　一方で，本研究の課題として 2点挙げられる。まず分
析対象が 1事例であることで，大学やその大学が所在す
る地域の環境が変わった場合の影響については把握する
ことができなかった。今後は，さらに調査対象を広げて，
大学内スポーツクラブの持続的な運営について影響を与
える要因について明らかにすることを課題としたい。次
に，クラブマネージャーの地域意識にフォーカスし，地
域の人との相互作用が運営に影響を与えていることが導
かれた。このことからも，地域の人々は大学のスポーツ
クラブとどのような相互作用が必要か，地域側の視点に
立ってその在り方を今後検討していくことも必要であろ
う。今後は，上記の課題についても，さらなる研究が求
められる。
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